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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 水稲うるち品種「ゆめさやか」を新たに奨励品種に採用する。

(2) 「ゆめさやか」は、1992年に山形県立農業試験場庄内支場において、山形40号を母、奥羽341号を
父として育成された品種である。

(3) 出穂期は基準品種の「まいひめ」並であるが、成熟期はやや早く、登熟速度が速い（表1）。

(4) 食味は「まいひめ」に優り、「あきたこまち」並である（表2）。

(5) 玄米品質は光沢が良く、「まいひめ」に優る（表1）。

(6) 玄米千粒重は「まいひめ」よりやや軽いが、収量は「まいひめ」並である（表1）。

(7) いもち病の発生は「まいひめ」並からやや少なく、いもち病に対する耐病性はやや優る。

２ 期待される効果

 山間高冷地への「ゆめさやか」の作付けにより、産米の食味の改善および玄米品質の向上が図られ
る。

３ 適用範囲

 会津山間地域（500～650ｍ）および阿武隈山間地域（400～500ｍ）を対象とし、普及見込み面積は
1200haである（図1）。

４ 普及上の留意点

(1) 穂発芽性が“中”なので適期刈り取りに努め、自然乾燥中の降雨による品質低下に注意する。

(2) 稈長がやや長いので、倒伏を助長する管理は避ける。

(3) 生育期間中の葉色が淡いので、過剰な追肥を行わない。
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